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豪雨被災地の医療・福祉施設における防災対策の変化

－台風 号被災後 年が経過する医療・福祉施設の

施設管理者および従事者への調査から―
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要旨：我が国では、毎年のように自然災害による被害が発生しており、平成 年 月に

西日本の広範囲に被害が及んだ豪雨災害は記憶に新しい。頻発する災害への備えには被災

体験を教訓に活かすことが重要である。そのため、過去の豪雨災害についての研究を今後

の防災対策に活かすことを目的に、平成 年 月の台風 号豪雨被災地の医療・福祉施設

が、被災体験をどのように教訓として防災対策に生かしているかについて調査した結果を

報告する。台風 号被災地佐用町内の 医療施設、 福祉施設の施設管理者 名とそれ

ぞれの施設に勤務する専門職等の計 名を対象に質問紙調査を行った。 施設より回答

を得た 回収率 ％ 。施設管理者からの防災対策評価では「防災対策は整備されていた」

は ％と低く、「防災対策は整備されていたが不十分であった」「防災対策は整備されてい

なかった」とネガティブな評価が ％と高い割合を占めていた。 割の医療・福祉施設が

防災対策は不十分であったと評価し、自然災害も含めた防災マニュアルや行動レベルでの

対策の見直しが行われていた。一方、従事者からは、医療施設 名、福祉施設 名の計

名の回答を得た（回答率 ％）。災害時に防災マニュアルを活用した者は に留

まっていたが、被災後には防災マニュアルが災害の教訓を生かし作成、見直されたと認識

しており、被災体験を教訓として防災対策が進められていることが明らかになった。

Ⅰ．はじめに

我が国は、その地形、地質、気象などの自然的条件から、台風、豪雨、豪雪、洪水、土

砂災害、地震、津波、火山噴火などによる自然災害が発生しやすく、毎年のように自然災

害による被害を受け、多くの人命や財産が失われてきた。特に近年では、短時間強雨の発

生頻度の増加などにより、これまで想定してこなかった新たな防災上の課題が生じてきて

おり 、平成 年 月には、西日本各地で豪雨が発生し、死者・行方不明者 人などの

大きな被害がもたらされた「平成 年 月豪雨」は記憶に新しい ）。

過去の豪雨災害例として、平成 年 月 日に発生した台風 号による集中豪雨では、

最大 時間雨量 ｍｍ、時間雨量 ｍｍという過去最大の雨量を記録し、現況流下

能力の ～ 倍もの洪水流量が流化し、兵庫県西・北部に甚大な被害がもたらされた ～ 。

１） 山陽学園大学看護学部看護学科
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佐用町では、死者 名、行方不明者 名、負傷者 名の人的被害及び町内 世帯の

うち、 棟に住居被害が発生した 。筆者は看護職被災住民として、また、看護学研究

者として、豪雨被災体験を通して学んだ教訓を次世代に語り伝え、災害看護学の発展に寄

与していく責務があると考えた。

そして、保健医療関係者に台風 号による災害時の状況と課題について、聞き取り調査

を行った。その研究結果からは、保健医療関係者の連携が課題として明らかになった ）。

そこで、保健医療関係者間で情報を共有し、地域住民とともに保健医療福祉ネットワーク

の必要性を考えるために、「災害医療フォーラム」を企画・実施した 図 、図 。

図１ 第 回災害医療フォーラム

図２ 第２回災害医療フォーラム
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「災害医療フォーラム」実施後の参加者アンケートでは、保健医療福祉のネットワーク

を見直したり、強化する必要があることを認識したとの意見が多数寄せられた。また、シ

ンポジストからも、今後は災害時に備えるだけでなく、高齢化・過疎化が進んでいる佐用

町においては、限られた保健医療福祉の社会資源や人材をより有効に活用するために、普

段から連携を強化する取り組みを継続していくことが大切であるとの意見が寄せられた ）。

頻発する自然災害は突然に発生するため、平時からの災害への備えが重要である。特に、

医療施設や福祉施設においては、入院・入所している自施設内の要援護者を守ることのみ

ならず、場合によっては、被災した地域住民の命さえも守る責務を担っている。さらに、

医療施設は、災害時には平常時の対処能力を超えた治療やケアが求められるため、災害発

生時の対処能力を高めるためには、災害を想定した事前の災害への備えが重要である。

医療施設の災害に備えた取り組みについては、これまでにも実態調査が行われ、医療施

設によってどの程度なされているかはまちまちである現状が報告されている ）。また、豪

雨災害に関する災害サイクルの急性期から亜急性期にかけての先行文献はみられるものの
～ ）、回復期から準備期にかけての長期に渡る研究は見当たらなかった。そのため、豪雨

災害被災地の医療・福祉施設が、被災体験をどのように教訓としてその後の防災対策に活

かしてしているかを施設管理者と従事者の視点から調査した。

Ⅱ．調査手法

１．調査対象および調査内容

研究対象である佐用町内の医療・福祉施設については、電話帳と佐用町役場 、各施設

の を調べて抽出した。台風 号による豪雨被害を受けた町内の 医療施設および

福祉施設の施設管理者 名、および入院設備のある 病院に勤務する職員 名と入所設

備のある 福祉施設に勤務する職員 名、合計 名の医療・福祉施設従事者を対象に

質問紙調査を行った。質問紙の作成に当たっては、先行文献を参考にしながら、災害医療・

看護を専門とする研究者 名のスーパーバイズを受けて作成した。予備調査を実施し、妥

当性を確認した（図 －①～④、図 －①～⑤）。

２．データ収集方法

研究者が直接研究協力施設に赴き、研究協力の依頼と研究内容の説明を施設管理者に行

うと同時に、質問紙を直接配布した。回収は留め置き法とし、質問紙は施設管理者および

従事者ともに封筒に厳封してもらい、研究者が直接研究協力施設に赴いて回収した。

３．データ分析方法

調査データは、エクセルソフトを用いて記述統計により集計および分析を行い、データ

の一部はグラフ化した。自由記載については、内容分析による分類を行った。

４．調査期間

調査期間は 年 月～ 月。
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図３－① 図３－②

図３－③ 図３－④
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５．倫理的配慮

図４－① 図４－②

図４－③ 図４－④
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５．倫理的配慮

研究の趣旨、研究内容・目的、研究へ

の協力および同意の撤回ができること、

データの分析にあたり個人が特定でき

ないようにするなどプライバシーの保護

を厳重に行うこと、学会等で研究成果を

発表することについて書面を用いて口頭

で説明をしたうえで、同意書により

研究への参加の同意を得た。また、研究 図４－⑤

結果の公表については、新聞社への公表

によって、地域住民にも公表する旨に

ついても依頼文に明記し、同意を得た。

なお、本研究は、神戸常盤大学研究倫理

委員会の承認を受けて実施した

（承認番号 第 － 号）。

図４－⑤

Ⅲ．結果 図４－⑤

１．施設管理者への調査

（１）調査対象の属性

調査対象施設の内訳は、病院 施設、医院 施設、歯科医院 施設、訪問看護ステーシ

ョン 施設、居宅介護支援 施設、通所介護 施設、地域包括支援センター 施設、特別

養護老人ホーム 施設、老人保健施設 施設、障害者支援施設 施設、救護施設 施設、

養護老人ホーム 施設、小規模多機能型居宅介護事業所 施設、就労支援施設（作業所）

施設の計 施設で、このうち医院 施設、歯科医院 施設を除く 施設の施設管理者よ

り回答を得た（回収率 ％）。

回答者の職種は、事務長・施設長等事務職 名、医師・歯科医師・保健師・看護師等医

療職 名、社会福祉士・介護支援専門員・主事等福祉職 名であった。

（２）被災状況

施設のうち、豪雨被害を受けたと回答していたのは 施設であった（ ％）。その

うち 施設が泥のかき出しや片づけにボランティアの支援が助かったと回答していた。

（３）豪雨被災時の防災対策の整備状況

豪雨被災時の防災対策の整備状況については「防災対策は整備されていた」は 施設

（ ％）と低く、 施設が「防災対策は整備されていたが不十分であった」と回答し（ ）、

施設は「防災対策は整備されていなかった」 とネガティブな評価が ％と高い割合

を占めていた（図 ）。整備されていた内容では、災害時に防災マニュアルを整備していた

と答えた施設は 施設（ ％）、防災マニュアルを整備していなかったと答えた施設は

施設（ ％）、「防災訓練」 施設（ ）、「防災研修への参加」 施設（ ）で、無回答

施設（ ％）であった 図 。
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自由記載データによる整備されていた防災対策は、施設面、マニュアル、防災訓練、情

報、その他の 項目に分類された 表 。

図５ 豪雨被害時の防災対策の整備状況

5, （15%）

20, （59%）

7, （20%）

2, （6%）

豪雨被害時の防災対策の整備状況 N=34

①防災対策は整備されていた。

②防災対策は整備されていたが、不十分

であった。

③防災対策は整備されていなかった。

無回答

図６ 整備されていた内容

20

13

5

10

0

5

10

15

20

25

防災マニュアル 防災訓練 防災研修への参加 無回答

整備されていた内容（複数回答）
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表 整備されていた防災対策

項 目 内 容

設備面

土のうを準備していた

避難場所の確保

電子カルテのバックアップ

マニュアル 防災マニュアルに従って迷わず行動できた

防災訓練
非常時持ち出し物

年 回防災訓練を行っていた

情報 緊急連絡網の完備

その他 被害が少なく、被災者の受け入れができた

表 整備不十分であった防災対策

項 目 内 容

設備面

防水パネルの設置

浸水対策工事の施工

長時間の停電対策、自家発電の容量増大

排水ポンプ整備を新たに整備

マニュアル

水害も含めたすべての災害に対応できるマニュアルの整備

夜間・休日にも対応できるマニュアルに変更

災害対応手順の作成

非常時必要携行品の充足、持ち運び可能の診療セットの完備

防災訓練

火災以外の自然災害の防災訓練

実際にマニュアルに沿って行動できる訓練

療養者を含めた訓練

備蓄

備蓄品の見直し、備蓄品の充実、備蓄品（備品、食品、薬品）の保管場所の見直し

備蓄品の定期点検を確実に実施、備蓄医薬品一覧表作成

緊急時献立（防災メニュー）作成

情報

携帯電話に全職員が防災ネット登録、災害情報の早期収集

職員参集等の基準の見直し

短時間で情報伝達できる緊急連絡網の構築、職員住所分布地図の作成

緊急時要援護者台帳の整備、安否確認表作成、入所者緊急連絡先

災害によって異なる点を配慮した避難場所の見直し

連携
他機関との連携体制、事業所間の連絡調整（ケアマネ連絡会議で検討）

地域との連携

その他

当施設を「福祉避難所」として町に提案

防災委員会の設置

災害保険への未加入
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（４）豪雨被災時に整備不十分であった内容

自由記載データによる整備不十分であった防災対策は、施設面、マニュアル、防災訓練、

備蓄、情報、連携、その他の 項目が抽出された。主な内容としては、自然災害対策マニ

ュアルが未整備、マニュアルはあったが、十分に活用ができなかった、地域や他機関との

連携体制、自然災害を想定した訓練、避難時期の判断などであった 表 。

（５）豪雨被害後の防災対策の見直し

豪雨災害被災後の防災対策の見直しでは、豪雨災害時に整備されていたと回答した 施

設のうち、 施設が見直しを行い、 施設が見直しを検討していた。整備不十分と回答した

施設のうち、 施設が整備した、 施設が見直しを行った、 施設が見直しを検討してい

ると回答していた。このうち、 施設が複数回答であった。整備されていなかった７施設

のうち、 施設が整備した、 施設が見直しを行った、 施設が見直しを検討していると回

答していた。以上の結果から、 割の施設が被災後に防災対策の見直しをしていたが、残

り 割が検討中であった 表 、図 。

表 豪雨被害後の防災対策見直し

豪雨災害時 豪雨災害後（複数回答あり）

整備されていた

見直しを行った

見直しについて検討している

無回答

整備不十分

整備した

見直しを行った

見直しについて検討している

見直しは行っていない

整備されていなかった

整備した

見直しを行った

見直しについて検討している

無回答

無回答 無回答

図７ 豪雨被災後の防災対策見直し

9, (23%)

11, (28%)11,(28%)

1, (3%) 7, (18%)

豪雨被災後の防災対策見直し

①防災対策を整備した

②防災対策の見直しを行った

③防災対策の見直しについて検討している

④防災対策の見直しは行っていない

無回答
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自由記載データによる豪雨被災後の防災対策見直しは、設備面、マニュアル、防災訓練、

備蓄、情報、連携、その他の 項目に分類された。

設備面では、浸水対策工事や停電対策としての自家発電の容量増大などがあった。マニ

ュアルについては、多くの施設が火災についてのマニュアルしかなかったことから、自然

災害も含めたマニュアルの見直しが行われていた。備蓄を見直したと回答した施設は多く、

医薬品の備蓄、備蓄品の定期点検などの対策が見直されていた。連携については、事業所

内での連携や他機関、地域との連携が見直されていた。その他、自施設を福祉避難所とし

て町に提案したり、防災委員会を設置するなどの見直しが行われていた 表 。

表 豪雨被災後の防災対策の見直し 自由記載データの分類

項 目 内 容

設備面

防水パネルの設置

浸水対策工事の施工

長時間の停電対策、自家発電の容量増大

排水ポンプ整備を新たに整備

マニュアル

水害も含めたすべての災害に対応できるマニュアルの整備

夜間・休日にも対応できるマニュアルに変更

災害対応手順の作成

非常時必要携行品の充足、持ち運び可能の診療セットの完備

防災訓練

火災以外の自然災害の防災訓練

実際にマニュアルに沿って行動できる訓練

療養者を含めた訓練

備蓄

備蓄品の見直し、備蓄品の充実、備蓄品（備品、食品、薬品）の保管場所の見直し

備蓄品の定期点検を確実に実施、備蓄医薬品一覧表作成

緊急時献立（防災メニュー）作成

情報

携帯電話に全職員が防災ネット登録、災害情報の早期収集

職員参集等の基準の見直し

短時間で情報伝達できる緊急連絡網の構築、職員住所分布地図の作成

緊急時要援護者台帳の整備、安否確認表作成、入所者緊急連絡先

災害によって異なる点を配慮した避難場所の見直し

連携
他機関との連携体制、事業所間の連絡調整（ケアマネ連絡会議で検討）

地域との連携

その他
当施設を「福祉避難所」として町に提案

防災委員会の設置
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２．従事者への調査結果

（１）調査対象の属性

医療施設の従事者 名、福祉施設の従事者 名の計 名から回答を得た 回収率

％ 。内訳は、看護師・医師等の医療専門職が多数を占めていた 図 、図 。

図 研究対象者所属

図 研究対象者職種
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（２）所属施設および自宅の被災状況

所属施設の被災状況は、被害ありが 名、被害なし 名であった。内訳は、床上被害

は 名、床下被害 名、被害なしが 名であった。自宅が被災したと 名が回答して

いた。

（３）被災時に受けた支援

よかったと受け止めていた主な支援としては、食料品・飲料水の配給や炊き出し、ボラ

ンティアによる泥のかき出しや片付け、タオル等の救援物資の配給、断水のための給水車、

調剤機器の貸し出し、検査機器メーカーからの支援による早期復旧、医療機器復旧のため

の医療機器メーカーからの素早い対応、車両や車いすなどの寄付、近隣地域のショートス

ティの空所情報やショートスティ受け入れ拡大の緩和措置、給食委託会社からの支援等で

あった。

（３）豪雨被災時の防災対策の整備状況

豪雨被災時の防災対策の整備状況は、整備されていた 名 ％ 、防災対策は整備さ

れていたが不十分であった 名 、防災対策は整備されていなかった 名 ％ 、

防災対策の整備状況について知らない 名 、無回答 名 であった 図 。

図 被災時の防災対策整備状況

（４）豪雨被災時に整備されていた内容

豪雨被災時に整備されていた内容は、防災マニュアル 名 、防災訓練 名

、防災研修への参加 名 、その他 名 、無回答 名 であった。

（５）豪雨被災時に整備不十分であった内容

豪雨被災時に整備不十分であった主な内容は、マニュアルが不十分で活用できなかった、

防災マニュアルはあったが実際に動ける体制が整っていなかった、マニュアルに基づいた

訓練が不足していた、様々な災害を想定した訓練不足、火事や地震などの防災訓練は行っ

ていたが水害への対策が不十分、備蓄が少なかった、自家発電の場所が地下で使用できな

かった等であった。
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（６）豪雨被害後の防災対策の見直し

防災対策の見直しについては、防災対策が整備された 名、防災対策の見直しが行われ

た 名、防災対策の見直しについて検討されている 名、防災対策の見直しは行われて

いない 名、防災対策の見直しが行われたかどうか知らない 名、無回答 名であった。

（７）防災訓練への参加状況

防災訓練への参加ありは 名、参加なしは 名、無回答 名であった。訓練内容は、

火災 名、自然災害 名、火災・自然災害とも参加 名、無回答 名であった。また、

防災訓練が見直されたと 名が回答していた。

（８）豪雨災害後の災害に関する研修参加状況

豪雨災害後に災害に関する研修への参加状況では、研修に 名が参加した、 名が参

加する機会があったが参加していない、研修機会がない 名、無回答 名であった。

研修としては、兵庫県給食組織協議会主催研修、災害時の給食支援、給食施設協議会相

互支援ネットワーク研修、防災マップ研修会、防水パネル設置訓練、防災対策検討会等で

あった。

（９）豪雨災害後に強化された防災対策の内容

豪雨災害後に強化された防災対策としては、職員や利用者の連絡網の整備、災害時の備

蓄の見直し、災害内容による避難方法の見直し、情報収集方法の強化、防水パネルの設置、

施設間の連携強化などであった。

１０ 今後の取り組み

今後、どのような取り組みを検討しているかについては、職員の防災マニュアルの周知

徹底などの教育・訓練、施設間だけでなく、他施設や行政との連携の強化、地域との連携

強化に向けた対策、情報収集の強化などであった。

Ⅴ．考察

施設管理者への調査結果から、 割の施設管理者が防災対策の見直しの必要性を認識し、

備えを進めていた。 割の医療・福祉施設が被災時の防災対策は不十分であったと評価し

ており、６割の施設が豪雨被害後の防災対策を見直し、強化していることが明らかになっ

た。自然災害も含めた大規模災害に対応できる防災マニュアルの整備や防災訓練の実施等

の行動レベルでの対策の見直しを行っており、被災体験の教訓はその後の備えに活かされ

ていると考える。

また、防災マニュアルが災害の教訓を活かして、新たに整備されたり、見直されている

ことを従事者は認識しており、各医療・福祉施設における現場での防災対策も進んでいる

ことが明らかになった。しかし、防災マニュアルの周知徹底が不十分であること、防災研

修への参加状況が低いことなど、防災への備えが行動レベルに至っていないため、被災体

験の教訓としての生かし方には課題が残ると考えられる。

災害は忘れたころにやってくると言われているが、医療・福祉専門職は日々の業務が多

忙であり、時間の経過とともに、日常の忙しい業務に追われ、被災体験から必要と感じた

防災対策の見直しや強化の必要性を認識しながらも、防災対策の見直しが不十分なまま時

間が経過してきていることが予測される。被災後 年が経過する時期に、このような調査

を実施することによって、医療・福祉専門職に対して防災対策への意識喚起を促し、防災
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対策がより具体的に推進される機会となることが期待できると考える。また、研究結果か

らより有効であると思われる防災対策については、関係機関で共有して今後の防災対策強

化に活用でき、研究結果を広く社会に向けて公表することで、さらに地域住民の防災意識

を喚起することにも寄与できると考える 図 、図 。

図 読売新聞記事
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図 神戸新聞記事

Ⅵ．おわりに

本研究の一部は、『第 回日本集団災害医学会』 、『

』 、『

』 において発表した。平成 年 月には、西日

本各地で豪雨が発生し、平成 年 月豪雨災害を上回る甚大な被害がもたらされた。過去

にも毎年のように全国各地で豪雨災害が発生しており、今後も繰り返し発生することが予

測される。佐用町は、佐用町防災計画 風水害編 において「平成 年台風 号災害の経験

と教訓を被災自治体として災害の教訓を後世ならびに全国の自治体に継承していく必要が

ある。」と述べている 。

被災地に位置する大学で看護を専門とする研究者として、赤十病院での勤務経験者とし

て、豪雨災害被災者として、今まで取り組んできた研究を、改めて過去の災害からの教訓

を風化させてはならないとの想いと今後の西日本豪雨被災地域の 日も早い災害復旧への

願いを込めて、論文として報告する。
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